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概要
政府会議資料から法令改正・政策立案過程や政策

動向を把握したい需要が高まるが，資料は回ごとに
追加・更新され論点が分散し継続理解が難しい．そ
こで本研究では政府会議資料を OCRし，出典付き
要約を生成する RAGシステムを構築した．本シス
テムは複数回にまたがる論点を根拠箇所とともに参
照でき，理解支援と資料探索負担の軽減が期待でき
る．検索傾向の分析で，OCRでは情報量の少ない短
いチャンクが上位に現れやすいという課題が確認さ
れたため，本稿では OCRでの前処理や今後の改良
方針について議論する．

1 はじめに
政府が公式に公開する一次情報をもとに，法令改

正や政策立案のプロセスをモニタリングすること
で，政策決定の背景や論点を理解し，企業で活用し
たいというニーズが高まっている．一方で，法令・
政策立案に至るプロセスは，審議会，パブコメ，国
会提出法案といった資料が複数にまたがり，資料や
議論の痕跡が分散しやすい．加えて政府会議は，会
議回ごとに資料が追加・更新され参照すべき資料が
増え続けるとともに，規制強化・緩和といった議論
の方向性が回次によって変化しやすいため，特に非
専門家が政策決定の流れや論点を継続的に追うこ
とは難しい．こうした状況に対して，法令改正・政
策立案プロセスを可視化し，関連する会議体や資
料を体系的に可視化するプラットフォームとして
polisee1）が提供されている．
また，国会議事録を対象とした要約システムの研

究 [1]があるものの，政府会議資料を対象とした研
究は少ない．本研究は，poliseeにより収集・整理さ

1） https://polisee.com/

れた政府会議資料を一次情報として，RAGを用いて
会議回をまたぐ根拠を横断的に検索・統合し，政策
プロセスの進捗と論点推移を要約として把握するた
めの支援基盤の第一歩を示す．
本システムのタスクは，（1）根拠箇所の検索，（2）

根拠に基づく要約生成（必要に応じた複数資料の統
合），（3）資料名・該当箇所の提示である．本稿では
(1)と (2)に焦点を当て，理解支援の前提となる根拠
検索の網羅性・ノイズの検証，および専門家による
要約生成結果の適切さの評価について述べる．

2 データセット
2.1 使用した会議資料
政府会議に関連して公開されている資料には，議
事概要に加え，図 1のように議論の方向性を示すた
めに事務局が作成した資料（事務局資料），法令資
料，およびパブリックコメント関連資料などが含ま
れる．法令データは API化に関する検証が行われて
いる [2]一方で，これらの資料は，各省庁のホーム
ページで会議体ごとに異なるフォーマットで公開さ
れ，図 2に示すような複雑な図表を含むものも少な
くない．また，法令改正や政策立案のプロセスを把
握するためには，単一の会議体の資料のみでは不十
分であり，関連委員会の資料を横断的に参照する必
要が生じる場合が多い．
本研究の目的は，政府会議資料を対象とした要約
システムを構築することである．今後は，本システ
ムの出力した要約文書を活用し，事務局資料，議事
録，パブリックコメントを統合的に参照すること
で，政策動向の推測へと応用することを検討する．
ただし，検証段階で複数の委員会に加えて複数資料
を同時に扱うと，資料の収集・整形や対応付けに関
する処理が増え，システムが複雑化する．そこで本
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図 1 事務局資料の例（個人情報保護委員会）

図 2 図や表を含む政府会議資料の例（個人情報保護委
員会）

稿では，分析を容易にするため，政府会議資料の対
象と種類を限定する．
具体的には，会議体については (1)会議が一定期

間にわたり継続的に開催され，資料が継続的に蓄積
されていること，(2)他会議体の資料を広範に参照
せずとも議論の流れを追跡できること，を満たすも
のを選定する．また資料種別については，まず事務
局資料を対象とし，その後，議事録およびパブリッ
クコメントへと対象を拡張する．以上の条件を踏ま
え，本研究では政府会議資料の対象を polisee に事
務局資料として登録されている個人情報保護委員会
に限定した．対象期間は 2016年 1月 16日から 2025
年 6月 25日までで 2,448件の資料を使用した．

2.2 評価クエリ
提案システムは検証段階のため，事例分析に用い

た質問は企業の法務・公共政策・渉外の部署が政策
動向を把握するために，開催された会議全体におけ
る議論の論点・方向性を整理する利用場面を想定し

て表 1のように用意した．なお，情報検索の評価で
は十分な数の質問が要求される一方で，質問数を増
やすと，LLMの出力結果の妥当性を人手で評価す
ることが困難であるため，質問数を限定した．

3 提案システムの概要
3.1 全体構成
本研究で提案するシステムは，入力されたクエリ
から gpt-5-miniを用いて日付を抽出し，抽出した日
付に基づいて対象期間を設定する．次に，検索を行
い，関連チャンクを取得し，検索上位 20件をコン
テキストとして gpt-5-miniに入力し，回答を生成す
る．なお，表 1の q8は LLMにより対象期間が抽出
できなかったため全期間で検索を行った．

3.2 ベクトル DBの構成
対象資料は PDF形式で提供されているため，RAG
で扱うために日本語に特化した文書画像解析エンジ
ン YomiToku2）を用いて PDF文書の OCRおよびレイ
アウト解析を行い，テキスト化した．YomiTokuは，
レイアウト解析に基づいて段落や表，図などを認識
し，高精度なOCRを実現することができるため，本
研究では YomiTokuを採用した．YomiTokuで解析し
たレイアウト情報のうち，見出しを抽出し，チャン
ク化の際にメタデータとして利用した．なお，レイ
アウト解析で抽出された page_header や page_footer
は，ノイズとなる可能性が高いため，本研究では利
用しなかった．
本研究ではベクトル DBに Qdrant3）を使用し，レ
イアウト解析で抽出した段落をもとに文書をチャン
ク化し，表 2の設定でメタデータを付与した．

3.3 検索手法
本研究では，政府会議資料のように専門用語・固
有名詞・表現ゆれが混在し，さらに OCRやチャン
ク設計の影響を強く受ける文書集合において，検索
手法の選択が検索結果の偏り・重複といった性質に
どのような差が生じるかを明らかにするため，密ベ
クトル検索と，BM25 を用いたハイブリッド検索，
SPLADE[3]を用いたハイブリッド検索の 3つの検索
手法を比較した．

2） https://github.com/kotaro-kinoshita/yomitoku
3） https://qdrant.tech/
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表 1 評価クエリ
qid クエリ
q1 この半年にどんな法改正の議論がありましたか。
q2 この半年にどんな基準の策定の議論がありましたか。
q3 この半年にどんなトピックの議論がありましたか。
q4 この半年で規制強化がありましたか。
q5 規制強化を主張した人は誰ですか。
q6 会議に一番出席した有識者は誰ですか。
q7 この半年でどんな海外の規制が議論されましたか。
q8 今後法改正はされそうでしょうか。

表 2 チャンク化およびメタデータ付与の設定
項目 設定
分割単位 レイアウト解析で抽出した段落

チャンクサイズ 256
オーバーラップ 64
付与メタデータ 会議名，資料名，会議開催日，ページ番号，資料 ID，セクション
総チャンク数 111,732

3.3.1 Dense
クエリとチャンクを埋め込み表現に変換し，内積

に基づいて類似度を計算した．埋め込みモデルには
多言語・多機能な埋め込みモデルとして報告されて
いる bge-m3[4]を用い，関連度の上位 20件をコンテ
キストとして使用した．

3.3.2 BM25 Hybrid
語彙一致に基づく BM25 と，bge-m3 を用いた密

ベクトル検索を組み合わせたハイブリッド検索を
行った．BM25 では MeCab を用いた形態素解析と
Stopwords ISO4）を用いたストップワード除去を行
なった．各 Retrieverで関連度の高い上位 100件ずつ
取得し，RRF[5]によりランキングを統合した後，上
位 20件をコンテキストとして使用した．

3.3.3 SPLADE Hybrid
SPLADE による疎ベクトル表現と，bge-m3 を用

いた密ベクトル検索を組み合わせたハイブリッド
検索を行った．本研究では SPLADE の事前学習済
みモデルとして，hotchpotch/japanese-splade-v25）を用
いた．BM25 を用いたハイブリッド検索と同様に，
各 Retrieverで関連度の高い上位 100件ずつ取得し，
RRFによりランキングを統合した後，上位 20件を
コンテキストとして使用した．

4） https://github.com/stopwords-iso/stopwords-iso
5） https://huggingface.co/hotchpotch/japanese-splade-v2

4 評価方法
政府会議資料は会議回ごとに追加・更新され，論
点や根拠が複数回・複数資料に分散し得る．このた
め，表 1の q1，q2のように複数回にまたがる論点
整理を要する問いでは，検索結果が少数資料に偏る
と参照範囲が狭まり，論点整理に必要な根拠を取り
こぼすリスクがある．そこで本研究では，Retriever
が返す検索上位について，(1)参照先の偏り，(2)短
いチャンク混入，(3)見出しチャンクの混入の 3点
を指標化し，検索手法間で比較する．また，要約内
容の評価は，ドメイン特有の論点の妥当性や網羅性
の判定が必要であり RAGAs[6]や QAGS[7]などの自
動指標では評価が難しいため，自動評価は行わず，
専門家１名による手動の評価を行った．
本システムは日付フィルタを用いるため，評価で
は 2024 年 1 月 1 日を基準として期間を固定した．
LLMへの入力は上位 20件に制限されるため主な分
析は 𝑘 = 20で行い，将来的なリランク導入時の改善
余地を把握する目的で 𝑘 = 100でも同様に算出する．
検索結果全体の傾向を把握するために，各クエリ

𝑞 ∈ 𝑄 について検索上位 𝑘 件を対象に指標値 𝑀𝑞@𝑘

を算出し，検索手法間の比較にはクエリ平均
𝑀@𝑘 =

1
|𝑄 |

∑
𝑞∈𝑄

𝑀𝑞@𝑘 (1)

を用いる．以下では 𝑀 ∈ {DC,LI,HM}と定義する．
(1)参照先の偏り（DC@k） 検索上位 𝑘 件に含まれ
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表 3 検索結果指標のクエリ平均，DC@k：資料集中率，
LI@k：短いチャンクの混入率（閾値 20文字）HM@k：見
出しチャンクの混入率．

手法 𝑘 DC@k LI@k HM@k
Dense 20 0.519 0.338 0.441
Dense 100 0.538 0.348 0.439

BM25 Hybrid 20 0.469 0.163 0.294
BM25 Hybrid 100 0.511 0.245 0.338

SPLADE Hybrid 20 0.444 0.244 0.352
SPLADE Hybrid 100 0.480 0.233 0.299

る資料 IDのうち，同じの資料 IDの出現数を 𝑐id (𝑞)
とすると，

DC𝑞@𝑘 =
𝑐id (𝑞)
𝑘

(2)

と定義する．値が大きいほど，検索結果が少数の資
料に集中していることを示す．
(2)短いチャンク混入率（LI@k） 検索上位 𝑘 件の各
チャンクについて空白を除いた文字数を数え，20文
字未満のチャンク数を 𝑐short (𝑞)とすると，

LI𝑞@𝑘 =
𝑐short (𝑞)

𝑘
(3)

と定義する．値が大きいほど，情報量の少ない短い
チャンクが上位に混入していることを示す．なお判
定の閾値は，検索上位チャンクの文字数を小規模に
確認し，20文字を採用した．
(3)見出しチャンク混入率（HM@k） 検索上位 𝑘 件
においてチャンクが見出しと同一である割合を見出
しチャンク混入率（HM@k）として算出する．チャ
ンク内容が見出しと一致した件数を 𝑐match (𝑞) とす
ると，

HM𝑞@𝑘 =
𝑐match(𝑞)

𝑘
(4)

と定義する．値が大きいほど，見出しと同一のチャ
ンクが検索上位を占める割合が高いことを示す．

5 評価結果
表 3に各手法の検索結果指標の平均を示す．表 3

より，DC@kは手法間で大きな差が見られず，本設
定では参照先の資料への集中は検索手法差としては
顕著ではない．これは，レイアウト解析により段落
単位で分割していても，OCRテキストでは見出し等
の短いチャンクがクエリ語と一致しやすく，上位検
索を占め得ることを示唆する．また，専門家確認で
も要約の偏りが 2023年 12月に見られることが指摘
された．さらに，HM@kおよび LI@kが一定値を示
すことからも，検索上位が短文・見出しになること

で，有効な根拠が減少し網羅性が損なわれた可能性
がある．

6 検索手法の傾向と課題
本研究は RAG要約システムを構築し，検索結果
の偏り・ノイズを指標で分析したが，理解支援とし
ての有用性を示すには評価設計が不十分である．近
年は，LLMを用いて要約を評価させる研究がある
[8]．今後は，根拠の整合性・重要論点の網羅・出典
提示の明確さ等の評価項目と判定基準を明確化し，
専門家評価に加えて LLMでの評価を行う．
また，q8では回答作成日より後の資料が引用され

る事例が見られた．未来の資料が存在しないことを
前提に，対象期間内の審議内容から改正の言及や論
点の推移を根拠として推測する評価・推論設定へ修
正する必要がある．近年，文書間の関係をグラフと
して統合し，網羅的な検索を可能にする GraphRAG
に関する研究があり [9]，会議回をまたぐ論点整理や
根拠統合に有効な可能性がある．最終的には，本要
約システムで対象期間の網羅的な要約を出力し，そ
の要約に基づいて q8の推測を行う枠組みを目指す．
そのためには，見出しの上位化や参照先の偏りを
低減し，有効情報量を確保することが重要である．
具体的には，HyDE[10]や RAG-Fusion[11]を用いた
クエリ展開の検討やリランク [12]，ColBERT[13]を
使った際の参照資料の偏りの傾向を検証する．さら
に，OCRの限界に対して，ページ画像を入力とする
マルチモーダル RAGシステム [14]の検討や PDF文
書から画像を抽出し，要約させることで根拠抽出を
補完する必要がある．

7 まとめ
本研究は政府会議資料を OCRし，出典付き要約
を生成する RAG 要約システムを構築したうえで，
検索結果の偏り・ノイズを分析した．その結果，検
索上位には短文および見出しが一定割合混入し得る
ことが確認され，生成に利用可能な根拠の有効情報
量が低下し，網羅性や議題の偏りを助長する可能性
が示唆された．さらに OCR文書では図表やレイア
ウト依存箇所の扱いに限界があり，根拠抽出の補完
が課題である．今後は，短文・見出しチャンクの上
位化を抑制しつつ，網羅的な要約を出力し，その要
約と会議の進捗に基づいて今後の方向性を推測する
枠組みを構築し，法令改正・政策立案プロセスの把
握と政策動向の理解支援を目指す．
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